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[緒言]近年、駆動電圧が低く素子構造が簡単で、低コスト化・大面積化が可能な発光電気化学セル

(LEC)が次世代の有機発光素子として期待されている。我々は白色 LEC の実現を目指し、異なる

発光色を示す 2 種類の蛍光ポリマーを混合させたデバイスの検討を行っている。本研究では、青

色蛍光ポリマーPoly[(9,9-dihexylfluorene-2,7-diyl)-co-(anthracene-9,10-diyl)](PADHF)、赤橙色蛍光ポ

リマーPoly[5-(2-ethylhexyloxy)-2-methoxy-cyanoterephthalylidene](CN-PPV)、および Poly(ethylene 

oxide)(PEO)系イオン伝導性ポリマー(PEO+KCF3SO3)からなる LEC を作製し、活性層の組成と素子

特性の相関について評価したので、その結果を報告する。 

[結果と考察] 陽極(ITO)/活性層/陰極(Al)で構成される CN-PPV 含量の異なる 3 種類の LEC(Device 

A, B, C)を作製した。各素子の CN-PPV 含量は順に、PADHF に対する重量比(PADHF:CN-PPV)で

1:0.17, 1:0.034, 1:0.017である。Fig. 1には PADHFと CN-PPVの 

エネルギー準位図を示す。Fig. 2に 5 V における各素子の ELス

ペクトルを、Fig. 3 にその時の色座標を示す。CN-PPV 含量が

PADHFに対して尐ないにもかかわらず、強い赤橙色発光が得ら

れた。これは、フェルスター機構による PADHFから CN-PPVへ

のエネルギー移動によるものと考えられる。また、CN-PPV 含量

の減尐に応じて赤橙色発光の強度が小さくなることで、発光色

がブルーシフトした。3種類の LEC では、Device B が最も白色

に近い発光を示した。以上の結果より、ポリマー混合系 LEC に

おいて活性層組成を調整することで、白色発光を実現できるこ

とが明らかとなった。 
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Fig. 2 EL spectra of LECs at 5 V. 
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